
 

 

YOSHIの会 
 1992 年、アメリカに留学していた本校生徒の服部剛丈さんが、不幸にも銃で撃たれて亡くなるという悲

しい出来事がありました。服部さんのご両親は、奨学基金「YOSHI基金」を設立され、毎年アメリカから留

学中の高校生を数日間ご自宅にホームステイさせています。ホームステイの期間中に、本校において留学生

とアメリカの銃規制に関するディスカッションを行うのが「YOSHIの会」です。今年は、フロリダ州出身の

ニコル・ガルシアさんと本校生徒でディスカッションを行い、「銃による被害をなくすために、アメリカの

学校でも銃規制について話し合う機会をつくるべきだ」という提案をはじめ様々な意見が交わされました。 

 「YOSHIの会」は、本校がＳＧＨに指定される前から行われている国際交流事業の一つです。ＳＧＨの事

業ではありませんが紹介しました。 
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